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近年、クレーマーと呼ばれる人達のことが話題となったり、公共施設に

おける利用マナーの乱れが問題となっています。 

図書館を利用される方の中にも、周りのことをあまり気にしない振舞い

をされる方が少なからずいらっしゃいます。そこで、岩手県立図書館では

昨年、利用者の皆さんに図書館の利用方法について少しでも関心を持って

いただこうと、マナーアップに関するキャンペーンを行いました。 

 取り組み内容は、大きく分けて二つ。「資料の扱い方」について考えて

もらう機会となるよう、資料の汚損や破損の様子と共に修理の様子を紹介

したこと。もう一つは「図書館の利用方法」について、図書館スタッフが

考えたマナーアップに関する川柳を館内に掲示したことです。 

 今回の特集では、「本のＳＯＳ」と銘打った「資料の扱い方」に関する

取り組みについて、昨年使用したキャプションやパネルなどをご紹介しま

す。紹介するパネル等は、当館ホームページ「市町村立図書館等ログイン」

の中の「共通資料」にも掲載する予定ですので、同様の取り組みをされる

時などにご利用ください。 
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破損・汚損資料の展  

 
 汚損や破損されてしまっ た 資 料 の 展 示 コ ー ナ ー で は 、「切り取り」「水ぬれ」「汚

れ」「 書 き 込 み 」な ど の 代 表 的 な 破 損 ・

汚 損 例 を取り上げ、実際に破損資料を

ご 覧 い た だ け る よ う に 展 示 を し ま し

た。 

併せて、事例ごとの特徴や注意点を

紹 介 し た キ ャ プ シ ョ ン を 作 成 し 、「 濡

れてしまう」「 汚 れ て し ま う 」「 傷 ん で

しまう」ことについて、理解を深めら

れるようにしました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「書き込み」の事例

「水ぬれ」の事例 

 

 水にぬれると、 

本はこんなにカビが生えちゃうんだ!!

気をつけなくちゃ。 

色 を 塗 り た く な っ ち ゃ っ た ん だ よ ね 。

でも、図書館の本では、 

が ま ん 。 が ま ん 。  
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この他にも、「 汚 れ 」「切り取り」
に つ い て も 紹 介 し ま し た 。  

や っ ぱ り 図 書 館 の 資 料 は 大 切 に
しなくちゃね。そして、ぼくたち図
書館員も大切に扱わないとね。 

次のページでは、修理の様子をま
と め た パ ネ ル を 紹 介 し ま す 。  
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資料の修理作業の紹介

本の修理１ 破損した図書は、「修復・作業室」というところに

されます。再び手にとってもらうために、また気持ち良く読んで

くださる人たちの作業風景です。 

持ち込まれ、一冊一冊、これ以上の破損を防ぐために手当てをほど

こ

もらうために、日々、修理をして

もともとの雰囲気を変えないように、色
の近い和紙を選び、傷んだ箇所に貼って
いきます。 

カバーがだいぶ傷んでいます。
くといずれ破けてしまいますので、
に補修します。

放ってお
早め

 

文字がある場合は、
修します。

そこを避けながら補
 

カバーの折り目も傷んでいるので、一緒
に補強しておきます。 

見えづらいですが、
貼り、補強しています。

裏側にも白い和紙を
 

最後に補修用のテープを貼り、できあが
り。こうして再び書棚に戻され、次の利
用者を待ちます。 

４ 

本の修理２ 傷んだ本は放っておくとどんどん壊れてしまうの

で、早め早めの修理が必要です。読んでいる時に破損や汚れに気が付

いたら、また、もし汚したり破損したりしてしまった場合は、返却の

際にスタッフまでお申し出ください。 

表紙と中身をつなぐ紙（見返し紙）が裂
け、表紙が外れそうになっています。 

見返し紙と表紙をのり付けしますが、も
ともと背と中身が密着していない本な
ので、慎重に。 

裂けた見返し紙を補修していきます。 

プレス機にかけて本の形を整え、のりが
乾くのを待ちます。 

丁寧に処理をしたら… 

この時、背表紙にあわせて中身を押さ
え、表紙のみぞを活かすようにしない
と、本の開きが悪くなります。

５ 

傷んでしまった資料とそれを丁寧に修理する様子を紹介することで、資料を利用する時のマナーに
ついて少しでも関心が向けばと考えた取り組みでした。 
今回、紹介したキャプションやパネルは、「県立図書館ＨＰ活用術」ページで紹介している「共通
資料」コーナーに掲載する予定です。ご活用ください。 

 


